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金沢大学の概要，大学憲章に掲げられた基本理念

「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」
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金沢大学での所属

・旧「留学生センター」

・現：-国際化に関する事業を統括

-国際化を推進する役割

-外国人留学生に対する日本語
教育、日本文化教育の提供

-派遣留学プログラムの促進 3



金沢大学の日本語教員養成⑴
教育組織

人間社会学域国際学類 博士前期課程 人間社会環境研究科
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金沢大学の日本語教員養成⑵

学士課程と大学院課程

インクルシーブ社会構築系
日本語教育プログラム

国際学専攻
日本語教育・日本文化研究コース 5



金沢大学の日本語教員養成⑶

カリキュラム概要・特色

社会のグローバル化が進む中で，実践的な外国語運用能力をもち，
国際社会の諸問題や異文化への強い関心と専門知識を備えて国際
社会で活躍できる人材，日本語による豊かなコミュニケーション
能力をもち，日本語・日本文化とその教授法に関する専門知識を
備えて国際社会で活躍できる日本語教師等の人材を養成します。

わたしたちは日本社会に対する深い理解がなければ、国際社会で活躍
し、高い評価を得ることはできません。国際学類には日本語教師養成
も含めて、日本の歴史・文化・社会を幅広く学ぶ教科が揃っています。 6

国際学類



国際学類の
日本語教員
養成課程⑴

学士課程での
プログラム内容
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国際学類：ベトナム国家大学外国語大学（ハノイ），大学院：インドネシア教育大学



国際学類の
日本語教員
養成課程⑵

日本語教育実習A（中級レベル・教室内）

日本語教育実習B（活動型日本語教育）

日本語教育実習
Webシラバス
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金沢大学の日本語教員養成⑷

卒業論文と修士論文のテーマ

卒業論文テーマ（例）

• 日本語指導が必要な生徒に対するキャリア教育
• 国際家庭における親の言語教育観
• 学生による日本語学習支援ボランティアに関す
る研究 ‒「たけのこ」活動の実践から‒

• 外国にルーツを持つ高校生の歴史学習における
学習補助教材の開発

• 石川県における地域日本語教室とそのネット
ワーク

修士論文テーマ（例）

• 外国人散在地域におけるCLD児支援の連携体制構築
に向けて

• 外国人散在地域における地域日本語教育の役割
－散在地域に新設された日本語教室を事例として－

• 外国にルーツを持つ児童生徒の教科学習における
困難点に関する研究

• 留学生配偶者に対する日本語学習支援
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金沢大学の日
本語教員養成
⑸

学⼠課程 学⽣数 ⼤学院進学⽇本語学校 海外派遣 就職 うち公務員 うち教員

2018年度 13 2 0 1 10 2 0
2019年度 12 4 1 0 7 2 1
2020年度 5 0 0 0 4 1 0
2021年度 17 4 1 0 11 1 0
2022年度 13 3 0 0 10 0 0

卒業・終了後の
進路（まとめ）

修⼠課程 学⽣数 博⼠進学 ⼤学教員 就職 うち公務員 うち教員

2018年度 3(3) 1(1)
2019年度 7(6) 2(2) 1(1) 1
2020年度 6(4) 3(2) 1 1(1)
2021年度 7(4) 6(2) 1 2(1)
2022年度 6(5) 1(1) 3(1) 1

学類定員 /81

国際学専攻定員 /10
( ) 留学生数

＊空白行はデータが揃っていなかったことを示す
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金沢大学の日
本語教員養成
⑹

卒業・終了後の
具体的な進路
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（深澤のぞみ・名誉教授のゼミの例）

（KIEF）



本発表のまとめ

1. 金沢大学の日本語教員養成課程は、「国際学類」（学士課程）、「国際学専攻」（大学院修士
課程）に位置づけられている。

2. 日本語専攻科目以外にも、「国際社会での活躍」と「外国語の運用能力を併せ持つ」人材の育
成が目指されていて、学生が地域の日本語教室や、外国にルーツを持つ児童・生徒の日本語教

育へと関心を向けることにつながっている。

3. 卒業生・修了生の進路：一般的な就職のほかに、公務員（国際交流部門）、教員（海外協定校
との交流） 、地域や大都市圏の日本語学校、大学院進学、大学院の留学生が母国に戻って教員
として就職するキャリアパスがある。

4. 「地域と世界に開かれた教育」（金沢大学憲章・基本理念）を体現化している。
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